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◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

市
営
鵜
ノ
木
団
地
建
替
事
業

で
建
設
さ
れ
る
Ｂ
棟
な
ど
を

取
得
す
る
も
の

Ｑ　

鵜
ノ
木
Ｂ
棟
を
建
て
る
に

当
た
っ
て
改
善
さ
れ
た
点
は
。

Ａ　

福
祉
車
両
な
ど
の
利
用
が

多
い
た
め
、外
来
者
駐
車
場
の

台
数
を
Ａ
棟
よ
り
６
台
増
や
し

て
10
台
と
し
、住
居
部
分
は
、玄

関
ド
ア
の
鍵
の
取
り
付
け
位
置

や
台
所
の
流
し
台
を
低
く
し
た
。

Ｑ　

鵜
ノ
木
団
地
の
一
般
募
集

に
関
し
て
の
方
針
は
。

Ａ　

子
育
て
世
帯
枠
を
設
け
る

な
ど
、団
地
内
の
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
る
よ
う
な
枠
組
み
を
設
定

し
、団
地
全
体
の
活
性
化
が
図

ら
れ
る
よ
う
募
集
を
行
う
。

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

都
市
計
画
道
路
整
備
に
よ
り

新
設
す
る
路
線
の
市
道
認
定

Ｑ　

狭
山
市
駅
加
佐
志
線
の
道

路
認
定
を
先
行
実
施
す
る
メ
リ

ッ
ト
は
。

Ａ　

道
路
の
予
定
区
域
を
公
に

す
れ
ば
、事
業
化
が
明
確
に
な

り
、国
の
補
助
金
交
付
が
見
込

め
る
。ま
た
、権
利
者
に
は
用
地

買
収
に
伴
う
譲
渡
所
得
な
ど
の

課
税
の
特
例
が
適
用
さ
れ
、円

滑
な
事
業
展
開
が
図
ら
れ
る
。

議
員
提
出
議
案

◆
安
心
な
社
会
保
障
と
強
い
地
域

　
経
済
を
構
築
す
る
た
め
の
地
方

　
財
政
措
置
を
求
め
る
意
見
書

（
可
決
・
3
ペ
ー
ジ
参
照
）

提
出
議
員　
　
　
　

齋
藤　

誠

◆
狭
山
市
奨
学
金
貸
与
制
度
の
運

　
用
適
正
化
に
よ
る
具
体
的
運
用

　
基
準
の
見
直
し
に
あ
た
り
各
種

　
要
件
に
つ
い
て
柔
軟
に
対
応
す

　
る
こ
と
を
求
め
る
決
議（
否
決
）

提
出
議
員　
　
　

大
沢
え
み
子

◆全員が賛成した議案
市長提出議案／条例の一部改正行政組織条例、地区センター設置条
例、印鑑条例、税条例、公民館条例、こども医療費支給条例、家庭的保
育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例、学童保育室条
例、在宅心身障害者福祉手当支給条例、国民健康保険税条例、工場立
地法地域準則条例　補正予算水道事業会計補正予算（第１号）、下水
道事業会計補正予算（第１号）　その他財産の取得、損害賠償額、市道
路線の認定（２件）、都市競艇組合の規約変更　議員提出議案／安心
な社会保障と強い地域経済を構築するための地方財政措置を求める
意見書

　

総
務
経
済
委
員
会
で
は
、狭

山
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
策
定
を
踏
ま
え
、今
後
の

公
共
施
設
の
あ
り
方
な
ど
を
調

査
し
ま
し
た
。

●
延
床
面
積
を
約
50
％
縮
減
す

　

る
計
画

　

富
山
県
南な
ん

砺と

市
で
は
、総
論

と
し
て
の
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
や
各
論
と
し
て
の
公
共

施
設
再
編
計
画
を
策
定
し
て
い

ま
す
。「
30
年
後
の
世
代
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
施
設

数
、面
積
を
算
出
し
た
も
の
」

「
今
の
現
役
世
代
が
将
来
に
負

担
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、施
設

の
具
体
的
な
あ
り
方
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
」と
し
て
策
定
さ

れ
た
計
画
は
、公
共
施
設
の
延

床
面
積
を
約
50
％
も
縮
減
す
る

と
い
っ
た
、大
変
厳
し
い
も
の

で
す
。そ
の
計
画
を
、行
政
が
住

民
の
も
と
へ
約
40
回
も
出
向
い

て
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

●
国
の
事
業
債
を
上
手
に
活
用

　

石
川
県
七
尾
市
の
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
は
、人
口
減

少
に
合
わ
せ
て
今
後
15
年
で
公

共
施
設
の
延
床
面
積
を
20
％
削

減
す
る
も
の
で
す
。こ
れ
ま
で

も
少
子
化
に
対
応
す
る
た
め
、

合
併
特
例
債
を
計
画
的
に
充
当

し
て
き
ま
し
た
が
、新
た
に
公

共
施
設
最
適
化
事
業
債
を
活
用

し
て
い
ま
す
。中
学
校
、公
民
館
、

武
道
館
、図
書
館
を
行
政
庁
舎

へ
集
約
す
る
こ
と
で
延
床
面
積

を
縮
減
し
、事
業
債
を
獲
得
し

て
い
ま
し
た
。

や
施
設
の
効
用
の
最
大
化
を
図

る
も
の
で
、公
有
財
産
の
管
理

や
有
効
活
用
、情
報
収
集
な
ど

を
担
う
た
め「
資
産
管
理
経
営

室
」を
設
置
し
、フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
一
元
的
に
実

践
し
て
い
ま
す
。

●
都
市
型
水
害
対
策

　

８
月
22
日
に
、狭
山
市
で
も

台
風
９
号
の
風
水
害
で
多
大
な

被
害
を
受
け
た
た
め
、総
務
経

済
委
員
会
で
急
き
ょ
、都
市
型

水
害
対
策
の
先
進
事
例
と
し
て

東
京
都
杉
並
区
を
視
察
し
ま
し

た
。水
防
の
手
引
き
・
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
、災
害
・
気
象
情
報

電
話
通
報
サ
ー
ビ
ス
、高
床
化

工
事
助
成
、防
水
板
設
置
工
事

助
成
な
ど
、先
進
的
な
取
り
組

み
を
学
び
ま
し
た
。

●
経
営
的
視
点
で
施
設
を
適
正

　

に
管
理

　

千
葉
県
佐
倉
市
は
、「
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」と
い

う
経
営
管
理
手
法
で
行
政
経
営

を
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、土
地
、

建
物
、設
備
や
そ
れ
ら
の
環
境

を
経
営
資
源
と
し
て
捉
え
、経

営
的
視
点
で
コ
ス
ト
の
最
小
化

◆賛否が分かれた議案　　　　　　　起立（賛成）…○、着席…×、討論者…討、議長は採決には参加しません

議
案
番
号

会派名
議員名

議案名

創政会 創造 公明党 日本共産党 新政みらいはつらつ 無

千
葉
三
浦
笹
本
新
良
田
村
西
塚
金
子
矢
馳
太
田
町
田
綿
貫
加
賀
谷
齋
藤
磯
野
望
月
大
沢
猪
股
内
藤
土
方
中
村
大
島
高
橋

86
狭山市市民交流センター及
び狭山市駅西口市民広場の
指定管理者の指定について

○○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○×
討

88 平成28年度狭山市一般会計補正予算（第5号）
○○○○○○○○○議

長
○○○○○○○○○○○×

討

議4
狭山市奨学金貸与制度の運用適
正化による具体的運用基準の見
直しにあたり各種要件について柔
軟に対応することを求める決議

×　×
討
×　×　
　　　
×　×　
　
×
討
×　
　
×　 ×　×　

　
×　×　〇

討
○　〇
討
×　×
討
×　×　〇　

　平成28年第４回定例会では、市長提出議案20議案と議員提出議案２議案を審議し、
採決の結果、市長提出議案はすべての議案を可決しました。採決結果の一覧です。

建設中の市営鵜ノ木団地Ｂ棟

採決の結果

担当者から事業概要の説明（南砺市）

議場にて（佐倉市）

杉並区の水害対策の資料

総務経済委員会

実施日 ７月26日（火）～27日（水）
視察先
　南砺市／公共施設等総合管理計画
　　　　　（及び公共施設再編計画）
　七尾市／公共施設等総合管理計画

実施日 10月18日（火）
視察先
　佐倉市／ファシリティマネジメント
　杉並区／都市型水害対策
参加者
　　太田　博希 三浦　和也
　　高橋ブラクソン久美子 加賀谷　勉
　　猪股　嘉直 中村　正義
　　田村　秀二 町田　昌弘


